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東広島市立豊栄小学校 

                                                   作成責任者 校長 朝川 直子 

区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意

識の確立 

 

○服務研修において事例研修を行っ

ているが，研修の場だけでなく日常

生活の中で自分事として考えてい

くことが必要である。 

○教育公務員としての意識が薄れ，私

人としての価値観で判断や行動す

る場面が見られる。 

 

○服務研修の方法や内容等を継続し

て見直し，自分事として考えること

ができる研修を実施する。 

○常に教育公務員であるという自覚

をもち，公私混同しないようにす

る。 

○具体的な事案を中心に，規範意識の欠如が

もたらすさまざまな結果を具体的に研修す

る。 

○日常の言動の中に，公私混同につながるも

のがないか，職場内で気付き合い，正しい

認識と行動に改める。 

○事例研修の後，感想等をグル

ープや全体で交流する場を

もつ。（適宜） 

○管理職が教職員一人一人と

面談し，適正な職務に服する

ことができるようにする。

（年３回・適宜） 

学校組織として

の不祥事防止体制

の確立 

○教職員の中には，本校でのこれまで

の経験ややりやすさで判断し，教職

員どうしの相談で業務を行う場合

がある。 

○管理職への報告・連絡・相談はある

が、取組後の報告が遅れがちであ

る。 

 

○校長を中心とした組織的な学校運

営を行い，法令等に基づき適正な判

断で職務を遂行する。 

○管理職への報告・連絡・相談・確認

を徹底する。 

 

○起案・校務運営委員会・職員伝達会という

流れの徹底を図る。その際，法令等の判断

根拠を具体的に指導していく。 

○報告・連絡・相談・確認がなぜ必要なのか，

適宜教職員に伝えていく。また，平素から

教職員の言動を把握し，具体的に指導する。 

○服務規律年間計画に，研修担当者を割り当

て，資料準備，またグループ協議などを取

り入れ，主体的な研修となるよう工夫する。 

 

○校務運営委員会で，年間計画

に基づき，起案等の進捗状況

を確認する。（毎月） 

○管理職と教職員，教職員相互

の，意思疎通状況を確認す

る。（暮会 毎日）    

○不祥事防止委員会で服務規

律研修年間計画の進捗状況

を確認する。（毎月） 

相談体制の充実 ○校内に「体罰，セクシュアル・ハラ

スメント相談窓口」を設置し，保護

者･地域に周知しているが，利用数

が多いとはいえない。 

○市教委の「心と命の相談ダイヤル」

を児童・保護者に周知しているが， 

認知度が高いとはいえない。 

 

○「相談窓口」の周知方法を引き続き

工夫し，安心して相談できる相談体

制をつくる。 

○「相談ダイヤル」の周知を図り，相

談しやすい体制をつくる。 

○心のサポーターやスクールカウン

セラーの有効活用を図る。 

 

○教室掲示・学校だより・行事予定表（保護

者版）・ＨＰ等により，周知を図り，児童や

保護者が気軽に相談できるようにする。 

○心のサポーターが教室巡視を行い，教職員

だけでは気付かない情報を把握し，児童や

保護者の対応へ生かす。 

○年に３回，児童・保護者対象

にアンケートを実施する。

（６月，１０月，１月） 

○心のサポーターが，実績記録

簿等で管理職に気付きを報

告し，気になる様子について

共通認識を図る。 

私たち教職員は，求められる教職員像及び教育の原点を

常に意識し不祥事を根絶します。 不祥事防止のための行動計画 


